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I　指定文化財等保護事業

1　国・県・市指定文化財（国指定16件・県指定20件・市指定133件、合計169件）

指定文化財一覧表1

N o 指 定 区 分 文 化 財名 名　　　　　　　　　　 称 員　 数 所在 地 所　 有　 者 指定 年 月 日

1 国指 定 重 要 文 化財 旧 中込学 校 校 舎 （附　 建築 文 書 3 点） 1 棟 中込 佐 久市 S 44．3．12

2 国指 定 史　 跡 旧 中込学 校 1 ヶ所 中込 佐 久市 S 44 ．4．12

3 国指 定 重 要 文 化財 紙 本着 色 一 遍 上 人絵 伝　 巻 第 二 1 巻 野 沢 金 台寺 S 59 ．1．30

4 国指 定 重 要 文化 財 紙 本墨 書 他 阿上 人 自筆仮 名 消 息 1 軸 野 沢 金 台寺 S 59，1．30

5 国指 定 重 要 文化 財 駒 形神 社 本 殿 （附　 棟 札 4 枚 ） 1 棟 下塚 原 駒 形 神社 S 24 ．5．30

6 国指 定 重 要 文化 財 鉄 鐘 1 口 跡 部 藤 沢 平 治 S52．6．11

7 国 指定 盈要無形民俗文化財 跡 部の 踊 り念仏 1 つ 跡 部 跡部踊 り念仏保存会 H 12．12．27

8 国 指定 天 然記 念 物 岩村 田 ヒカ リゴケ 産地 1 ヶ所 岩村 田 佐 久 市 T lO．3．3

9 国 指定 重 要文 化 財 新 海 三 社神 社 三 重塔 1 棟 田 口 新 海 三社 神 社 M 40．8．28

10 国 指定 史　 跡 龍 岡城 跡 1 ヶ所 田 口 佐 久 市 S 9．5 ．1

11 国 指定 重 要 文 化財 新 海 三社 神 社 東 本社 1 棟 田 口 新 海 三社 神 社 S12．7．29

12 国指 定 重 要 文 化財 六 地 蔵憧 1 基 入 沢 佐 久市 S36．3．23

13 国指 定 重 要 文 化財 高 良社 （旧八 幡社 本 殿 ） 1 棟 蓬 田 八幡 神 社 S17ユ2．22

14 国指 定 重 要 文化 財 福 王 寺 の木 造 阿 弥陀 如 来坐 像 1 体 協 和小 平 福王 寺 S 25．8 ．29

15 国指 定 重 要 文化 財 真 山 家住 宅 2 棟 望 月本 町 真 山純 子 S4 8．6．2

16 国指 定 特別天然記念物 ニ ホ ンカモ シカ S50．2．15

1 県 指 定 県　 宝 木 造 阿弥 陀 如来 坐 像 1 体 岩 村 田 西念 寺 S34．11．9

2 県 指 定 県　 宝 木造 地 蔵 菩 薩半 蜘 債像 1 体 根 々井 正法 寺 S44．5．15

3 県 指 定 県　 宝 木造 阿 弥 陀如 来 坐 像 及 び両脇 侍 立 像 3 体 安 原 安養 寺 H 6，8．15

4 県 指 定 県　 宝 版 本 大 般 若経 577 巻 安 原 安 養寺 S63．3．24

5 県 指定 県　 宝 貞禅 寺 三重 塔 1 基 前 山 貞禅 寺 H 4．9．10

6 県指 定 県　 宝 貞 禅 寺 惣 門及 び 山 門 2 門 前 山 貞禅寺 H 15 ．4．21

7 県指 定 史　 跡 三 河 田大 塚 古 墳 1 基 三 河 田 柳 沢　 茂 S37．7．12

8 県 指 定 史　 跡 伴 野 城跡 1 ヶ所 野 沢 大伴神社 ・佐久市 S40．4．30

9 県 指 定 史　 跡 根 井 氏館 跡 1 ヶ所 根 々井 正 法寺 S 40．7．29

10 県 指 定 史　 跡 北 高禅 師 墓 碑 1 基 岩 村 田 龍雲 寺 S 44」．0．2

11 県 指 定 史　 跡 岩 尾城 跡 1 ヶ所 鳴 瀬 個 人 3 9 人 S4 6．5 ．27

12 県 指 定 史　 跡 平賀 氏 城 跡 1 ヶ所 常和城下他 個 人 3 7 人 S4 6．5 ．27

13 県 指 定 史　 跡 大 井 城 跡 （王城 ・黒 岩城 ） 2 ヶ所 岩 村 田 個 人 3 4 人 S 46．5 ．27

14 県 指 定 天 然記 念 物 王 城 のケ ヤ キ 1 本 岩村 田 荒宿 十 二社 S6 1．3．27

15 県 指定 県　 宝 井 出家 座 敷 1 室 臼 田 井 出　 卓 S50，7．21

16 県 指定 天然 記 念 物 広 河 原 の洞 穴 群 11穴9 池 田 口 禅 昌寺 S51．3．29

17 県指 定 県　 宝 上 官 寺 梵鐘 1 基 田 口 上 官 寺 S52．3．3 1

18 県指 定 無形民俗文化財 湯 原 神社 式 三 番 1 つ 湯 原 湯原神社式三番保存会 S56．2．2

19 県 指 定 県　 宝 鋳 銅 箔鍍 金 花 瓶 1 口 臼 田 弥 勘寺 S62．3．27

20 県 指 定 史　 跡 五 郎 兵衛 用 水 跡 1 路 望月 ・浅草 佐 久 市 ・建 設 省 S58．12．26
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指定文化財一覧表2

N o 指定区分 文化財名 名　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年月 日

1 市指定 有形文化財 金台寺 の鉦 1 口 野沢 金台寺 S46ユ0．1

2 市指定 有形文化財 竹田の鉦 （一） 1 口 竹田 工藤光吉 S46．10．1

3 市指定 有形文化財 竹田の鉦 （二） 1 ロ 竹田 工藤勇祐 S46．10．1

4 市指定 有形文化財 平賀村中善寺大般若経 600 巻 平賀 中善寺 S 49．12ユ

5 市指定 有形文化財 下桜井村寛永の五人姐帳 1冊 桜井 臼田繁雄 S49ユ2．1

6 市指定 有形文化財 永禄十一年上原筑前御恩御検 地帳 2 冊 瀬戸 柳沢讃 S 49ユ2．1

7 市指定 有形文化財 龍雲寺の中世文書 3 8 点 岩村田 龍雲寺 S 62．10．20

8 市指定 有形文化財 安養寺の中世文書 7 点 安原 安養寺 S 62．10．20

9 市指定 有形文化財 大井法華堂修験 関係文書 859 点 岩村田 大井道也 H 1．11．6

10 市指定 有形文化財 平尾大社本殿 1棟 上平尾 平尾大社 S49．12．1

11 市指定 有形文化財 旧大沢小学校 1棟 大沢 佐久市 H 8且6

12 市指定 有形文化財 倉沢薬師堂 1棟 前 山 貞禅寺 H lO．4．30

13 市指定 有形文化財 取 出町百番観音 100体一式 取出町 取 出町区 S49．12．1

14 市指定 有形文化財 桃源院木造地蔵菩薩坐像 1体 南岩尾 桃源院 S49．12．1

15 市指定 有形文化財 安養寺の木造法燈国師借像 1 体 安原 安養寺 S 62ユ0．20

16 市指定 有形文化財 木造愛染明王坐像および脇侍木造両界入射口来坐像 3 体 志賀 法禅寺 H l．11．6

17 市指定 有形文化財 大沢村 旧長命寺仁王堂應永在銘石柱 1 柱 大沢 長命寺 S 54且25

18 市指定 有形文化財 正法寺多層塔 1 基 根々井 正法寺 H lO．12．28

19 市指定 有形文化財 暦應在銘板碑 1 基 中込 正楽寺 S573．1

20 市指定 史　　　 跡 大梅禅師墓碑 1 基 内山 正安寺 S45．10ユ

21 市指定 史　　　 跡 鵜縄沢端一里塚東壕 1 基 岩村田 関口芳幸 S45．10．1

22 市指定 史　　　 跡 安原大塚古墳 1 基 安原 英多神社 S45．10」．

23 市指定 史　　　 跡 北西 ノ久保の石造塔婆群 1群 岩村田 信州短期大学 S 49，12．1

24 市指定 史　　　 跡 正楽院の供養塔 1基 平賀 長福寺 S 49．12．1

25 市指定 史　　　 跡 前山城跡 1 ヶ所 前山 個人 1 1 人 S 56，4．23

26 市指定 名　　　 勝 岐月原 1 ヶ所 小 田井 佐 久市 S 53．2ユ

27 市指定 有形文化財 上直路遺跡出土遺物 一括 佐久市 S 62，10．20

28 市指定 有形文化財 東一本柳古墳 出土遺物 一括 佐久市 S 62．10．20

29 市指定 有形文化財 北西 ノ久保遺跡出土の埴輪 一括 佐久市 S62ユ0．20

30 市指定 有形文化財 周防畑 B 遺跡出土遺物 一括 佐久市 S62．10，20

3 1 市指定 有形文化財 中道遺跡 出土遣物 一括 佐久市 S62．10．20

32 市指定 史　　　 跡 瀧の峯古墳群 4 基 根岸 個人6 名 S 62，10．20

33 市指定 有形文化財 瀧の峯古墳群出土遺物 一括 佐久市 S 62」．0．20

34 市指定 史　　　 跡 後沢遺跡 1 ヶ所 小宮 山 佐久市 S 62．10．20

35 市指定 有形文化財 後沢遺跡出土遺物 一括 佐久市 S 62．10．20

36 市指定 天然記念物 白山神社イチヰの古樹 1本 常和 白山神社 S 45．10．1

37 市指定 天然記念物 野沢町の女男木 1 本 野沢 大伴神社 S 46ユ0．1

38 市指定 天然記念物 チ ョウゲ ンボウ 2 ヶ所 伴野・鳴瀬 S 53．2．1

39 市指定 無形民俗文化財 岩村田祇園におけるお船様祭 り 1 つ 岩村 田 荒宿区 S 58．9．1

40 市指定 史　　　 跡 舟つな ぎ石 1 塩名田 S 25．12．1
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指定文化財一覧表3

N o 指定区分 文化財名 名　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年月日

4 1 市指定 天然記念物 お神明の三本松 1 本 上小田切 上小田切西 区 S 47．5．5

42 市指定 史　　　 跡 蛇塚古墳 1基 臼田 佐久市 S 47．5．5

43 市指定 史　　　 跡 幸 神古墳群 4 基 田口 新 海三社神社 S 47．5．5

44 市指定 史　　　 跡 西の窪 1 9 号古墳 1基 入沢 桜井やす S 47．5．5

45 市指定 有形文化財 相 沢寺仏画 4 1面 臼田 相沢寺 S 48．3．10

46 市指定 天然記念物 入沢風穴 1ヶ所 入沢 三石正長 S 48，3．10

47 市指定 有形文化財 田 野口藩陣屋 日記 372 冊 下越 佐 久市 S 50．11．22

48 市指定 有形文化財 湯 原神社青銅鰐 口 1 口 湯原 湯 原神社 S 52．3．3 1

50 市指定 有形文化財 信濃奇勝録版木 1組 臼田 井 出敏 S 52．3．3 1

49 市指定 有形文化財 大宮諏訪神社青銅鰐口 1 日 入沢 大富諏訪神社 S 52．3．3 1

51 市指定 有形文化財 滝秩 父札所観音石仏 3 4 尊 湯原 湯原 区 S 53．2．17

52 市指定 有形文化財 水 落観音町石石仏 1 3 尊 田口 水落 山観音 院 S 53．2ユ7

53 市指定 有形文化財 相 沢寺平鉦 1 口 臼田 相沢寺 S 54．3．3 1

54 市指定 有形文化財 弥勒寺板碑 1基 臼田 弥勒寺 S 54．3．3 1

55 市指定 有形文化財 医王寺板碑 1基 白田 医王寺 S 54．3．3 1

56 市指定 有形文化財 御魂代石 1 基 田口 新海三社神社 S 55．3．3 1

57 市指定 有形文化財 岩水秩父札所観音木像 3 4 体 平林 岩永区 S 55．3．3 1

58 市指定 有形文化財 大宮諏訪神社石棒 1 本 入沢 大宮諏訪神社 S 57．4．1

59 市指定 有形文化財 解 体人形 1 体 田口 小林勝彦 S 57．4．1

60 市指定 有形文化財 磨 崖石仏群 5 基 三分 三分区 S 58，3，25

61 市指定 有形文化財 姫 の石像 1 体 下小田切 下小田切 区 S 58．3．25

62 市指定 有形文化財 大 日宝塔 4 基 三分 遍照寺 S 58．3．25

63 市指定 有形文化財 丸山家 中世古文書 3 点 田口 丸山横太 S 58．3．25

64 市指定 有形文化財 新海三社神社中世古文書 3 点 田口 新海三社神社 S 58．3．25

65 市指定 有形文化財 小 太刀古狐丸 1 振 入沢 日向広邦 S 60．3．28

66 市指定 有形文化財 地 獄極楽図 2 軸 臼田 弥勘寺 S 62．3．25

67 市指定 有形文化財 入 沢焼茶壷 1 点 下越 佐久市 S 63，4．18

68 市指定 天然記念物 キレハエ ビラシダ 1 群 上小田切 上小田切区 S 63」．1．21

69 市指定 有形文化財 物部の銅印 1 個 常和 上原政彦 H 5 7 1

70 市指定 有形文化財 蕨手刀 （わ らびてのたち） 1振 下越 佐久市 H 5．7．1

7 1 市指定 有形文化財 帯具 1組 下越 佐久市 H 5．7ユ

72 市指定 有形文化財 山宮家 中世古文書 4 点 田口 山宮博子 H 8．5．1

73 市指定 有形文化財 龍 岡藩高札場 1棟 田口 佐 久市 H 9．4ユ

74 市指定 有形文化財 日影堂百番観音木像 100体一式 臼田 医王寺 H 9．4ト1

75 市指定 有形文化財 吉祥寺山門 1棟 入沢 吉 祥寺 H lO．4．1

76 市指定 有形文化財 薬師堂薬 師三尊像 3 体 入沢 日向一族 H lO．4．1

77 市指定 有形文化財 金剛力士像 2 体 田口 上官寺 H ll．4」＿

78 市指定 有形文化財 泉龍院捏磐図 1軸 中小 田切 泉 龍院 H 12，3．27

79 市指定 有形文化財 磨崖青面金剛 1 尊 田口 大工原一彦 H 14．3．6

80 市指定 有形文化財 新海三社神社中本社 ・西本社 2 棟 田口 新 海三社神社 H 14．3．6
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指定文化財一覧表4

N o 指定区男ゝ　 文化財名 名　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年月日

81 市指定 有形文化財 大宮諏訪神社本殿 1 棟 入沢 大宮諏訪神社 H 15．3．6

82 市指定 有形文化財 三条神社本殿 1 棟 入沢 三条区 H 15．3．6

83 市指定 天然記念物 黒沢家 コナラ 1 本 湯原 黒沢家 H 16．2．13

84 市指定 天然記念物 児落場峠天然 カラマ ツ 1 本 入沢 佐久市 H 16．2．13

85 市指定 有形文化財 五輪塔群 1 群 塩名田 塩名田区 S 47．8．1

86 市指定 史　　　 跡 塩名田本陣跡 1 棟 塩名田 丸山憲一 S 25．12．1

87 市指定 有形文化財 山の神石詞 1 基 御馬寄 御馬寄区 S 56．8．1

88 市指定 有形文化財 石仏十王像 5 尊 御馬寄 御馬寄区 S56．8．1

89 市指定 史　　　 跡 御馬寄古城跡 1 ヶ所 御馬寄 山浦幸 之助外 S 25．12．1

90 市指定 天然記念物 勝手神社のケヤキの木 1本 御馬寄 勝手神社 H 15．10．30

9 1 市指定 天然記念物 関所破 りの桜 1 本 甲 市川恒世 S 44．5．15

92 市指定 無形民俗文化財 鳥追い祭 り 1 つ 上 原 上原鳥追い祭り保存会 H 9．2．20

93 市指定 有形文化財 長念寺の木造阿弥陀如来立像及び胎内文こ吉 1 体 甲 長念寺 H 9．2．20

94 市指定 史　　　 跡 中山道一里塚跡 1 ヶ所 甲 山本武広 H 9 2 20

95 市指定 史　　　 跡 土合一号古墳 1 基 甲 金箱保 S25．12．1

96 市指定 史　　　 跡 火の雨塚古墳 1 基 桑山 寺尾福 丸 S 25．12．1

9 7 市指定 史　　　 跡 八幡宿本陣跡 1 ヶ所 八幡 小松勇夫 H 9．2．20

98 市指定 有形文化財 八幡神社の算額 1面 八幡 八幡神社 H 9．2．20

99 市指定 有形文化財 八幡神社の瑞垣門 1 棟 八幡 八幡神社 H 9．2．20

100 市指定 有形文化財 八幡神社の随神門 1 棟 八幡 八幡神社 H 9．2．20

101 市指定 有形文化財 八幡神社 の本殿 1 棟 八幡 八幡神社 H 9，2．20

102 市指定 史　　　 跡 野馬除け柵跡 数 ヶ所 御 牧原 個人所有 S 35息15

103 市指定 史　　　 跡 虚空蔵 のろし場跡 1 ヶ所 矢島 八幡神社 S 25ユ2．1

10 4 市指定 有形文化財 矢 島の五輪塔 1基 矢島 宝泉寺 S 25．12．1

105 市指定 有形文化財 矢 島道祖神 1 基 矢島 矢 島区 S 62．10．1

106 市指定 史　　　 跡 兜 山古墳 2 基 八 幡蓬田 依 田仁 H 16．11．24

107 市指定 有形文化財 百番観音石仏群 100 尊 春 日 飯塚宗治 S 6 1且10

108 市指定 有形文化財 市川家の石造大 日如来坐像 1 体 布施入 市川豊 S 6 1且10

109 市指定 有形文化財 城 光院の石造庚 申塔 1 基 望 月県町 城光院 勝山昌一 S 61．9．10

110 市指定 有形文化財 城 光院の石造十王像 1 0 尊 望月県町 城光院勝山昌一 S 61．9．10

111 市指定 有形文化財 城 光院の石造宝 医院塔 4 基 望月県町 城光院勝山昌一 S 61．9．10

112 市指定 有形文化財 万治 の石造大日如来 1体 協和天神 比 田井良嗣 S6 1且10

113 市指定 有形文化財 福王寺の石造庚 申塔 1基 協和小平 福王寺 桑沢俊胤 S 6 1且10

114 市指定 有形文化財 福王寺の木造 日光菩薩立像 1 体 協和小平 福王寺 桑沢俊胤 S 61．9．10

115 市指定 有形文化財 福王寺の木造月光菩薩立像 1 体 協和小平 福王寺 桑沢俊胤 S 61且10

116 市指定 有形文化財 福 王寺の木造雨宝童子立像 1 体 協和小平 福王寺 桑沢俊胤 S 61．9．10

117 市指定 有形文化財 福 王寺の木造毘沙門天立像 1 体 協和小平 福王寺 桑沢俊胤 S 61．9．10

118 市指定 有形文化財 月輪寺跡の石造笠塔婆 1 基 印内 印内区 S 61．9ユ0

119 市指定 有形文化財 天神の元禄の石造双対道祖神 1体 協和天神 天神区 S 61．9．10

120 市指定 有形文化財 入布施の石造片手合掌双体道祖神 1 体 布施入 布施区 S6 1．9．10
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指定文化財一覧表5

N o 指定区分 文化財名 名　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年月日

12 1 市指定 有形文化財 牧布施の石造庚 申塔 1基 布施 牧布施区 S6 1且10

122 市指定 無形民俗文化財 岩下の踊 り念仏 1 つ 日岩下 岩下踊り念仏保存会 S 61．9．10

123 市指定 無形民俗文化財 根神社の式三番里 1 つ 自首の入 根神祉式三番斐保存会 S61．9．10

124 市指定 無形民俗文化財 榊祭 1 つ ガ月 望月区 S61．9．10

125 市指定 史　　　 跡 下吹上遺跡 1 ヶ所 協和吹上 佐久市 S61且10

126 市指定 史　　　 跡 中山道 佐久市 S6 1．9．10

127 市指定 史　　　 跡 王塚古墳 1 基 協和 比田井区 S61．9．10

128 市指定 天然記念物 山の神のコナラ群 1 群 春 日西久保 春 日財 産区 H 9．3」．4

129 市指定 天然記念物 小野 山家のエ ドヒカ ン 1 本 春 日向反 小野山駿書 H 9．3ユ4

130 市指定 天然記念物 蓮華寺のスギ 1 本 春日下の宮 蓮華寺 日暮良三 H 9．3．14

13 1 市指定 天然記念物 大井家のエ ドヒカン 1 本 協和高呂 大井誉敬 H 9．3ユ4

132 市指定 天然記念物 福王寺の ヒイラギ 1 本 協和小平 福王寺桑沢俊胤 H 9．3ユ4

133 市指定 無形民俗文化財 春 日本郷地 区道祖 神祭 り 1 つ 日本郷 春 日本郷地区 H lO ．2．20

2　普及・公開事業

旧中込学校入館者数　　8，864人（開館日数306日）

藤村旧宅入館者数　　　1，810人（開館日数138日）

Ⅱ　埋蔵文化財事業

1保護・保存事業

（1）記録保存

1）概要

開 発 原 因 者
調　 査　 実　 施　 数

報 告 書 刊 行
発　 掘 試　 掘 立　 会 整　 理 計

国

県

市

等

国 ・県 補 助 1 1 2 1

国 ・建設 事 務 所 4 3 1 8 0

佐　 久　 市 12 7 11 3 1 1

個 人 ・民 間 企 業 7 3 9 2 7 1 74 6

合　　　　 計 24 4 9 3 8 3 1 15 8

原 因 者 負 担 24 2 2 6 7

国 ・県 補 助 49 3 8 1 8 8 1
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2）発掘調査・整理作業

N o 遺　 跡　 名 調 査 面 積 所 在 地 事　　　　　　　　　　　　 業 備　　　　　 考

1 野 沢館 跡 Ⅸ 2 43 ni 野 沢 県 単 緊 急 地 方 道 路 整備 事 業 一取 手 中 央線 － 溝 12 ・土坑 49 ・建物址 4 ・ヒ。ット96

2 平 賀 中屋 敷 遺 跡 Ⅴ 1 70 Id 平 賀 平 成 18 年 度 地 方 道 路 交 付 金 住 居址 3 ・溝 2 ・土 坑 ゼ ット

3 三千 東遺 跡 群 他 4 ，00 0 Id 桜 井 他 平 成 18 年 度 国 補 道 路 改 良 事業 （国） 14 2 号 住 居址 ・溝 等

4 北 畑 遺 跡 Ⅱ他 4 ，00 0 Id 桜 井 他 中 部 横 断 自動 車 道 佐 久 南 IC （仮 称 ） 建 設 溝等

5 反 田遺 跡 1．70 0 rd 下小 缶切 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム建 設

6 柳 堂 遺 跡 Ⅱ他 160 Iが 岩 村 田 集 合 住 宅建 設 土 坑 ・ピ ッ ト

7 宮 ノ前 遺 跡 220 Id 岩 村 田 宅 地 造成 住 居 址 2 ・土 坑 ・溝 等

8 仲 田遺 跡 Ⅱ 180 Id 猿 久 保 宅 地 造成 住居址 2 ・掘立柱建物址 ・土坑 ・ピット

9 上 直 路 遺 跡 Ⅱ 63 Iが 岩 村 田 集 合住 宅 建 設 住 居 址

10 上 直 路 遺 跡 Ⅱ 3 40 n受 岩村 田 集合 住 宅 建 設 住 居 址 5 ・土 坑 ・溝

11 石 田 遺 跡 2 64 Id 志 賀 集 合 住 宅 建 設 住居址6 ・土坑・掘立柱建物址・溝・ビット

12 西 一 本柳 遺跡 ⅩⅣ 6 ，3 58 Iが 岩 村 田 街 路 整 備 事 業 （原 東 1 号 線 ） 住 居 址 ・環 濠 等

13 市 道遺 跡 Ⅳ 4 00 ni 三 塚 市 道 改 良 住 居 址 2

14 大 豆 田遺 跡 Ⅱ 1，30 0 n 了 長 土 呂 臨 時 交 付 金 事 業 市 道 2－5 号線 （常 田線 ） 住居址21 ・据立柱建物址6 ・土坑24 ・瀧18 ・ヒ’ット

15 東 五 里 田遺 跡 Ⅱ 6 ，30 0 Iが 野 沢 校 庭 造 成 住居址2卜掘立柱建物址6 ・土坑・ピット 構

16 大 豆 田遺 跡 Ⅲ 2 ．25 0 汀f 長 土 呂 道 水 路 新 設改 良事 業 住居址26・掴立住建物址9 ・上境朋・溝22 ゼプト

17 北 近 津 遺 跡 Ⅱ 76 7 n 了 長 土 呂 高 速 道 関 連県 費補 助 事 業 住居 址 4 ・土 坑 6 ・溝 3 ゼ ット

18 西 一 里 塚 遺 跡 Ⅲ 540 Id 塚 原 道 水 路 新設 改 良 事 業 住居 址 7 ・溝 7

19 森 平 遺 跡 47 1 1が 横 和 市 道 改 良事 業 住居 址 6 ・土 坑 10 ・溝 ・ピ ッ ト

20 須 釜 遺 跡 80 Id 蓬 田 道 路 改 良工 事 溝

21 松 の 木 遺 跡 Ⅳ 3 6，000 1が 岩村 田 浅 間 中学 校 整 備 事 業 水 田址

2 2 五庵 遺跡 3，6 00 rd 田 口 児 童 館 建 設 ピ ッ ト ・竪 穴

2 3 西 近津 遺 跡 Ⅲ 8 50 1が 長 土 呂 高 速 道 関連 県 費 補 助 事 業 住居址29 ・掘立柱建物址1 ・土坑19 ・溝2 ゼット

2 4 龍 岡城 跡 32 ．5 Id 田 口 史跡 整 備 石 垣 補 修

3）整理作業

事　　　　　　　業 備　　　　　　考

市道遺跡Ⅲ他 国道141号臼田野沢バイパス拡張工事 第148集　市道Ⅲ・辻・儀田・西裏遺跡

4）試掘・立会調査

N o 遺 跡名 所 在 地 調 査 面 積 開発 面 積 調 査 期 日 種 別

1 高 師 町 遺跡 群 新子 田 23 8，0 0 1ポ 3，3 60 ．00 1ポ H 18 ．4．5 試掘

2 平賀 中屋 敷 遺 跡 群 平 賀 17 1．0 0 Id 5 00 ．00 Id H 18．4．6 ・7 試掘

3 仲 田遺 跡 猿久 保 100 ．0 0 Iが 1，0 24 ．00 1が H 18，4．17 ・18 試掘

4 周 防 畑 遺 跡 群 長土 呂 55 ．00 Id 60 7 ．00 Id H 18．5ユ2 試掘

5 郷 源 氏 遺 跡 他 志 賀 20 ．00 汀f 2 1 7 1．00 Id H 18．4 ．2 8 掘

6 倉 瀬 遺 跡 群 伴 野 56 ．00 汀f 28 5．57 rd H 18．4 ．18 こ掘

7 長 土 呂 遺 跡 群 長 土 呂 14 9 ，60 Iポ 1，10 1．0 0 1ポ H 18．4 ．2 0 試 掘

8 岩 村 田 遺 跡 群 岩 村 田 14 5．00 Id 96 8．2 3 Iが H 18 ．4 ．2 1 試 掘

9 岩 村 田 遺 跡 群 岩 村 田 24 5．00 Iが 1，53 7．0 0 Iが H 18 ．4 ．25 ・26 試 掘

10 小 山 崎 遺跡 （隣接 ） 湯 原 1，04 4．00 Id 5，25 7．0 0 Iポ H 18 ．5 ．26 ～ 6 ．1 試 掘

1 1 周 防畑 遺 跡 群 佐 久 平駅 北 18 6．0 0 Id 1，0 62 ．0 0 Id H 18 ．4 ．27 試 掘

12 三千 束 遺 跡 群 跡 部他 28 6．8 0 Id 6．8 60 ．00 Id H 18 ．4 ．1 1 ～ 29 ・10 ．30 ・H 19．2 ．2 8 試 掘

13 須 釜原 第 3・15 釜跡 蓮 田 7 9．0 0 Id 2，7 00 ．00 Iが H 18 ．4．2 4 ・2 5 試 掘

14 栗 毛 坂 遺 跡 群 小 田井 1 5．0 0 rd 7 52 ．92 Id H 18．5．2 4 試 掘

1 5 野 沢 城 跡 野 沢 65 ．60 Id 5 75 ．98 Iが H 18．5．2 4 試 掘

16 梨 の 木 遺 跡 中 込 3 65 ．20 Id 2 ，95 1．82 Iが H 18且7 ・8 試 掘

17 下 県 屋 敷 遺 跡 群 伴 野 8 3 ．00 Iが 3 ，95 3．10 n了 H 18．7．10 試 掘
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N o 遺跡名 所在地 調査面積 開発面積 調査期 日 種別

66 野沢城跡 野沢 1，411 Id H 18，8．20 立会

67 岩村田遺跡群 岩村田 244 rd H 18．11．26 立会

68 中原遺跡群 今井 231．88 Id H 18．9．25 立会

69 周防畑遺跡群 長土呂 1，424 Id H 18」，1．13 ・17 立会

70 浅井城跡 新子田 255 1ポ H 18且15・21・22 立会

71 新町遺跡 中込 152．41 1ポ H 18．11．1 立会

72 常田居屋敷遺跡群 長土 呂 259．68 Iが H 18．11，7 立会

73 中道遺跡 野沢 281 Id H 18．11．28 ・29 立会

74 東山遺跡 伴野 78 1ポ H 19．2．22 － 3．6 立会

75 宝生寺山砦 伴野 147 Id H 19．2．22 ～ 3．28 立会

76 今 井富 の前遺跡 今井 1，12 0 Iが H 19．1．31．2．ト6 立会

77 北畑 遺跡群 （隣接） 桜井 1，68 0 rd H 19．3．29 立会

78 北久保遺跡 （隣接） 横和 1．52 0 1が H 19．3．14 ～ 3．20 立会

79 岩村 田遺跡群 岩村田 428．16 1ゼ H 18．11．1 立会

80 岩村 田遺跡群 岩村田 64．4 Id H 18，11．20 立会

81 周 防畑遺跡群 長土呂 1」＿55，39 4 Id H 19．1．11 立会

82 岩村 田遺跡群 岩村田 850 n i H 19．3．7 ～3．17 立会

83 美里在家遺跡群 白m 19 1．74 rd H 19．2．13 立会

84 藤塚遺跡 塚原 303．28 Iが H 19．2．13 立会

85 近津遺跡群 長土呂 360 Id H 19．3．7 ・8 立会

86 岩村田遺跡群 岩村田 165．29 1が H 19 3．6 立会

87 西一里塚遺跡 群 岩村田 469 n了 H 19．3．23 立会

2　普及・公開活動

（1）講座・説明会等

名　　 称 開　　 催　　 地 開　 催　 日 参　 加　 者 内　　　　 容

出前 講座 大 澤 地 区社 会 体 育 館 会 議 室 平成 18 年 5 月 28 日 区民 大 澤 の 原 始 ・古 代

第 27 回少年考古学教室 長 土 呂遺 跡 発 掘 調 査 現 場 平 成 18 年 8 月 2 － 4 日 市内小学生 77 名 発掘 調 査体 験

発掘 現 場 説 明会 長土呂西近津遺跡群 ・周防畑遺跡 群・大豆田遺跡 平 成 18 年 8 月 18 日 区民 48 名 前 記 遺 跡 の 発掘 内容

発 掘 現 場 説 明会 反 田 遺跡 平 成 18 年 9 月 15 日 区民 30 名 反 田 遺 跡 の 発掘 内容

（2）文化財課資料展示室利用状況

入場者数202名（市内191名、県内7名、県外4名）

3　分析・鑑定

N o 遺　　 跡　　 名 種　　 別 内　　　　　　　　　　　　　　 容

1 松の木遺跡 分析 テフラ ・プラ ン トオパール ・放射性炭素年代測定 （A M S 法）

2 下信濃石遺跡 保存処理 鉄製品 ・鋼製品

3 西一本柳遺跡 Ⅹ 保存処理 鉄製品 ・銅製品

4 北西の久保遺跡 （1 ・2 次） 保存処理 鉄製品
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要概査調4

北裏遺跡I M1号溝址出土「石尤」



1野沢館跡Ⅸ

所　在　地　佐久市野沢字居屋敷他

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　県単緊急地方道路整備事業一取手中央線一

調査期間　平成18年7月10日～9月12日

調査面積　243ni（開発面積450Id）

調査担当者　森泉かよ子　林　　幸彦

経過と立地

野沢館跡は、佐久市野沢に所在し、佐久市中央を北流する千曲川左岸の低河岸段丘にあり、標高は675m内外を測る。

平安時代末から中世にかけて営まれた居館跡である。野沢館跡は昭和40年に「伴野城址」として県史跡に指定され

ている。平成11－16年度の6年、Ⅶ次にわたり主郭および外郭が発掘調査され、中世および近世の遺構・遺物が検
出されている。

平成17年に緊急地方道路整備事業、取出中央線（佐久市野沢本町）が計画され、道路工事により遺跡の破壊が余

儀なく、発掘調査を行った。平成18年は昨年の調査区の南に続く道路整備事業が計画され、遺跡が破壊されるため、

発掘調査を行い記録保存することとなった。発掘調査は佐久建設事務所の委託を受け、佐久市教育委員会文化財課が
実施することとなった。

調査の概要

調査地点は現状道路の両脇拡幅部であり、およそ西側は幅2m、東側は幅1m、総延長200mを測る。まず重機に

よる表土除去作業を行った。水道管・下水管・ガス管が敷設され、住宅の出入り口、道路や営業店舗で草の出入りの

ため調査ができない場所が多いため寸断され、連続しての調査はできなかった。

検出遺構　　　暗　渠（構址）12本　　　　　土　　坑　　49基

建物址（Ta）　4棟　　　　　単独ピット　　　96個

出土遺物

中　世　　　　かわらけ・内耳（土製鍋）・青磁・渡来銭

近　世　　　　陶器・磁器・寛永通賓・銅製品

中世～近代　　石臼・茶目・石鉢・凹石

今回の調査では、暗渠と土坑が多数検出された。暗渠や土坑は近世遺物を伴う例が多く、近世の遺構とみられる。

方形の土坑に粘土を貼り、『溜』としたもの、土坑内に20～30cm大の礫を入れ込んだものなどがある。竪穴建物址

は掘り込みに河床礫を平坦に敷き基礎とし、上部に建物を構築したと考えられる。

中世の遺構はA～Jの調査区全体では北に当たる、F・Gトレンチに中世のカワラケや内耳土器を伴う土坑や単独
ピットがみられた。

今回の調査地点の字名は「居屋敷」地籍であるが、中世の遺構と近世甲州街道の家並に伴う遺構が確認できた。現
在の家並みは、今回を含め2回の道路拡幅により後退したものである。

恕鬼頭
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2　平賀中屋敷遺跡Ⅴ

所　在　地　佐久市平賀字屋敷5356＿1－同字樫薮729＿1　離職威

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　平成18年度地方道路交付金（交通安全）

調査期間　平成18年5月8日～平成19年3月2日

調査面積1701d

調査担当者　出澤　力

経過と立地
平賀中屋敷Ⅴ位置図（1：50，000）

平賀中屋敷遺跡は佐久市平賀地積に所在し、東部山地から西に流れる滑津川の南岸、標高688m内外の扇状地先端

付近に存在する。周辺ではこれまで多くの遺跡が調査されており、特に滑津川北岸にに広がる沖積地上では古墳時代

を中心とする住居址300軒以上を調査した樋村遺跡、東部山地の突端部分となる丘陵上には弥生時代の高地性集落を

確認した後家山遺跡などが所在している。また、本遺跡の所在する平賀中屋敷遺跡群内においても、道路拡幅、学校

体育館建設等に先立つ発掘調査が行われており、これまでに古墳時代から中世にかけての住居址などの遺構が発見さ
れている。

今回、佐久建設事務所が行う道路改良事業に先立ち試掘調査が行われ、その結果住居址等の遺構や遺物の存在が確

認されたことから、文化財保護協議を行い、工事箇所において発見された遺構の記録保存を目的とした発掘調査が実

施された。また、掘削幅の狭い工事箇所については立会調査によって確認を行った。

調査の概要

調査は開発対象地中、試掘調査により住居址等の遺構・また土器を多く認めた3カ所について行い、調査の結果、

住居址3軒、溝状遺構2条、土坑、ピット、遺物包含層を確認した。住居址は古墳時代と平安時代の所産のもので、

平安時代の1軒については道路脇で、かつて民家の建っていた部分にあったために後世の撹乱を受けて一部を破壊さ

れていた。残りの2軒については遺物包含層の下から検出された。古墳時代と平安時代の住居址が切り合って確認さ

れ、出土遺物には良好な状態で出土したものも見られる。遺物包含層からは弥生から中世まで幅広い時期の遺物が出

土しており、住居址上の包含層からは常滑産の嚢と思われる破片がまとまって出土した。包含層の遺物の状況は、近

－10　－
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3　三千束遺跡群他

所　在　地　佐久市三塚・桜井・伴野

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　平成18年度国補道路改良事業（国）142号　ゝ走≠
調査期間　平成18年8月3日～平成19年3月20日

調査面積　4，000Id

調査担当者　小林眞寿

市道Ⅴ・平馬塚Ⅱ・北裏Ⅱ遺跡位置図（1：50，000）
経過と立地

今回調査を実施した市道遺跡V、平馬塚遺跡Ⅱ、北裏遺跡Ⅱの3遺跡の内、市道遺跡V、平馬塚遺跡Ⅱは千曲川

や片貝川が形成した沖積地の微高地上に、北裏遺跡Ⅱは片貝川の河岸段丘最深部に立地する。標高は650m代後半

～660m代である。現状は水田地帯であり、平坦であるが、旧地形は徴高地が複雑に展開しており、微高地上は居

住地域、低地部分は生産域（主として水田）として利用されていた可能性が強い。しかし、原始・古代の片月川は

現状よりもかなり大規模な河川であったことが、近年の発掘調査により明らかとなっており、この地域の歴史の再

構築については、千曲川、片貝川の両河川の氾濫により浸食され、消滅した遺跡や、想像以上に地下深く埋没した

遺跡の存在についても、考慮する必要がある。

今回の調査は、佐久建設事務所による、国補道路改築事業（国）142号佐久市佐久南拡幅事業に先立ち、実施した

試掘調査の結果に基づき、計画範囲内の遺跡の記録保存を目的におこなったものである。

調査の概要

各遺跡ごとにその概要を以下に記す。

○市道遺跡Ⅴ

遺構一古墳時代後期の竪穴住居址3軒、平安時代以降と思われる水田址？の一部。

遺物一縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・陶磁器・石器・木器。

＊市道遺跡の北～西端の一部分が明らかとなった。

○平属塚遺跡Ⅱ

遺構一弥生前期・平安時代の溝址（用水路？）3条

遺物一縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・石器

＊希少な弥生時代前期の土器が伴う溝址が発見された。

○北裏遺跡Ⅱ

遺構一弥生時代中期の溝址（用水路）1条

遺物一弥生土器（中期）、土師器、石器

北裏遺跡I全景→

＊石文を出土した北裏遺跡I（佐久南IC関連の調査）の溝址と同時代・同形態の溝址である。北裏遺跡の国道142

号線以北部分に開発された水田に伴う用水路の可能性が強く、佐久平における弥生水田の構造解明のための貴重な

資料と思われる。

市道遺跡Ⅴ全景

－11－



4　北畑遺跡Ⅱ他

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市桜井・伴野

国土交通省関東地方整備局

中部横断自動車道佐久南IC（仮称）建設

平成18年4月18日～平成19年3月22日
4，000Iが

小林眞寿

北畑遺跡Ⅱ・北裏I遺跡位置図（1：50．000）

今回の調査は、昨年度東日本高速道路株式会社から委託を受け実施した北畑遺跡Iの継続調査である。今年度から委託者

が国土交通省に変更になった。調査遺跡は北畑遺跡Ⅱと北裏遺跡Iの2遺跡である。調査は平成19年度に調査報告書を刊行し
終了する予定である。

北畑遺跡群は現下桜井集落の地下、片月川右岸の河岸段丘上に位置し、標高650m台を測る。今回の調査地点は遺跡の

西端部分にあたり、集落の縁辺部分の調査となった。北裏遺跡群は現竹田集落地下から片貝川左岸の河岸段丘上に位置する。

今回の調査地点は標高650m台であり、北畑遺跡群と片貝川を挟み対峠した立地である。

調査の概要

北畑遺跡Ⅱ　○遺構　土坑－3、Pit－1　　0遺物一土器（縄・弥・土師器・須恵器）、石器

北裏遺跡I O遺構　溝址－1　　　　　　0遺物一土器（縄・弥）・青磁・石器

＊北裏遺跡Iより「石弐」が出土した。今回の一連の調査において最も重要な成果である。

北裏遺跡I M1号溝址出土石支

ー12　－



5　反田遺跡

完査芸託霊芝会悪霊票切豊会他孟芸長新津真澄　賎芸ニ≦
＼…票≡ミミ車掌

開発事業名　特別養護老人ホーム建設

調査期間平成18年7月3日～平成19年3月20目　　顔買二
調査面積1，700rd

調査担当者冨沢一明小楯寿羽毛田卓也森泉かよ子議事誌i去ノ滅

郵貯．：－　∴々7月31

反田遺跡位置図（1：50，000）
経過と立地

反田遺跡は佐久市下小田切に所在する。遺跡は片貝川に張り出した丘陵面の先端に立地する。今臥社会福祉法人

里仁会より特別養護老人ホーム建設に伴い遺跡有無について照会があった。佐久市教育委員会では予定地に土器片が

採集されることなどから試掘調査を行うこととなった。結果、遺構が発見されたため、保護協議の後に記録保存目的

の発掘調査を行う事となった。

調査の概要

○遺構　竪穴住居址　19軒（縄文前期1・縄文中期1軒・平安17軒）

掘立柱建物址　　4棟（総柱式掘立柱建物址含む）

土坑　　　　　　50基

溝状遺構　　　　2本

ピット　　　　588個

○遺物　縄文土器一前期・中期（加曽利EⅢ・曽利・佐久系）

弥生土器一中期前半（境窪平行）

土師器・甲斐形土器・竃形土器・須恵器・灰粕陶器・緑粕陶器

白磁・富語神賓・鉄製品・炭化材

ー13　－
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6　柳堂遺跡Ⅱ

所　在　地　佐久市岩村田字曲口1965－6・18

調査委託者　北森政太郎

開発事業名　集合住宅建築

調査期間　平成18年5月8日～10月31日

調査面積160Iポ（対象面積968．231が）

調査担当者　羽毛田卓也

経過と立地

こ

熊

柳生遺跡Ⅱ位置図（1：50，000）

岩村田遺跡群は岩村田地籍に位置する縄文時代から中世・近世にかけての複合遺跡で、小田井より南下する帯状低

地に挟まれた標高730m～691mの帯状微高地に広がる。本遺跡周辺では微高地が途切れ、西側にかけて緩やかな低

地を形成し、西に向かって標高を低下させている。

柳堂遺跡Ⅱ付近では、北側で、内西浦遺跡トⅡ・Ⅲ、柳堂遺跡が、南側で観音堂遺跡が調査され、中世期の大集落

が調査されている。

今回、北森政太郎氏により集合住宅建築の計画がされたため、代理者である株式会社レオパレス21を通し保護協

議を重ね、記録保存を目的とする試掘調査を実施した。試掘調査の結果、中世と考えられる遺構が検出されたため、

再協議の結果、駐車場部分を埋土保存とし、遺構が破壊される建物基礎部分を、北森政太郎氏より依頼を受けた佐久

市教育委員会において緊急に発掘調査を行った。

調査の概要

調査の結果、北側は現代の撹乱により著しく破壊を受けていたが、南側部分において、中世のピット群と幕末から

近代にかけての土坑5基を検出した。遺構検出上面には、近世以降の整地層が存在し、遺物を包含していた。遺構検

出画は、低湿地特有の粘土質黒色シルト層であった。

遺物は、中世の陶器・砥石・角釘、近世から近代にかけての陶磁器が出土した。

一15



7　宮ノ前遺跡

所　在　地　佐久市岩村田字宮の前1991－1、1992

調査委託者　黒澤　周一

開発事業名　宅地造成

調査期間　平成18年5月15日～5月30日

調査面積　220Id

調査担当者　上原　学

峯

富ノ前遺跡位置図（1：50，000）

経過と立地

遺跡は佐久市岩村田市街地の西側、湯川右岸に広がる台地上に位置する。標高は697mを測る。遺跡の南に広がる

台地上は佐久市内でも有数の遺跡密集地域として知られ、弥生時代から中世にいたる遺構が多数調査され、西一本柳
遺跡、北一本柳遺跡などが存在する。

今回、宅地造成に伴い試掘調査を実施した結果、住居址及び大規模な溝跡を発見したことから開発主体者と協議を

重ね、発見された遺構の記録保存を目的として、発掘調査を実施する運びとなった。

調査の概要

調査遺構は、試掘調査によって発見された住居址2軒、土坑1、溝跡2条である。住居址の1軒は弥生時代後期、

1軒は弥生時代の土器数点を出土したが、検出時に掘方状態であったため時期の断定できなかった。土坑は時期不明

だが、住居址を破壊していることから弥生時代以降と考えられる。北側の溝跡は確認面での幅4．4mと大規模で、二

段に掘り込まれている。底にゆくほど弥生時代後期の遺物出土量が増した。南に広がる弥生時代後期の集落を取り囲
む環壕である可能性が伺える。



8　仲田遺跡Ⅱ

所　在　地　佐久市猿久保字仲田538－1、538－7、541－5

調査委託者　有限会社　YORI CORPORATION

開発事業名　宅地造成

調査期間　平成18年6月5日～6月20日

調査面積180Id

調査担当者　上原　学 仲田遺跡Ⅱ位置図（1：50，000）

経過と立地

遺跡は湯川左岸の標高678mを測る低位段丘上に位置する。遺跡内では、今回の調査対象地西側において道路建設

に伴う仲田遺跡の調査が行われ、古墳～平安時代の住居址30軒等の遺構及び遺物が発見されている。遺物中には「寺」

と墨書された須恵器杯、奈良時代の銅鏡（花井双蝶八花鏡）等注月すべき遺物も含まれていた。

調査の概要

今回、宅地造成に伴う、試掘調査を実施した結果、住居址、土坑等の遺構を発見したことから、開発主体者と協議

を重ね、遺構の破壊が予測される住居址2軒、土坑1基、掘立柱建物址1棟、ピットの調査を実施した。

住居址は古墳時代中期後半で、1号住居址からは比較的状態の良い土器が、2号住居址からは滑石性の勾玉が出土

仲田遺跡Ⅱ調査区・試掘トレンチは位置図（1：500）
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9　上直路遺跡Ⅱ

所　在　地　佐久市岩村田1077－15、1077－8

調査委託者　上田　昭

開発事業名　集合住宅建築

調査期間　平成18年8月14日～8月19日　　　　　を－♂・く加l
調査面積　63nf　　　　　　　　　　　　　　　1－久志ふ㍊

調査担当者上原学　　　　　　　　　　　謬画

経過と立地
上直路遺跡Ⅱ位置図（1：50，000）

枇杷坂遺跡群上直路遺跡Ⅱは佐久市岩村田市街地の北西、浅間の麓から放射状にのびる田切り地形の台地南端付近

に位置し、現況は南西に向かって緩やかに傾斜する。標高は715m内外を測る。周辺には東方の上直路遺跡、南方の

円正坊遺跡等が所在し、多数の遺構・遺物が発見されている。今回、集合住宅建設に伴い試掘調査を行った結果、住

居址2軒を発見し、開発主体者と協議を重ね遺構の破壊が予測される1軒について発掘調査を実施する運びとなった。

調査の概要

住居址は5世紀複葉から6世紀代と思われる古墳時代で、検出面上に幾層にも堆積した砂層が存在した。このこと

から調査区周辺では少なくとも古墳時代以降、幾度かの水害に見舞われた可能性を伺い知ることができた。遺構の南

側半分は調査区城外であったが、北壁中央に設置されたカマド、北側2本の主柱穴が調査可能であった。カマドは住

居内に長く張り出した袖を持ち、火床中央付近から完形の小型鉢が出土した。

－18　－



10　上直路遺跡Ⅲ

所　在　地　佐久市岩村田上直路1086－1、1086－3　　　1で

調査委託者　渡辺　一男

開発事業名　集合住宅建築

調査期間　平成18年10月5日～10月20日

調査面積　340Iが

調査担当者　上原　学
粒・F：こ

上直路遺跡Ⅲ位置図（1：50，000）
経過と立地

枇杷坂遺跡群上直路遺跡Ⅲは佐久市岩村田市街地の北西、浅間の麓から放射状にのびる田切り地形の台地南端付近

に位置し、現況は南西に向かって緩やかに傾斜する。標高は716m内外を測る。

周辺には多くの遺跡が所在し、弥生時代から平安時代を主とする遺構が多数発見されている。代表的なものでは、

上直路遺跡Ⅲの西に近接して弥生時代後期の住居址2軒、古墳時代の住居址3軒を調査した上直路遺跡をあげること

ができる。調査は小規模であったが弥生時代の住居址内に屋内埋葬墓と思われる施設が存在し、両腕に併せて14点以

上の帯状円環型鋼釧を付けた人骨が発見され注目された。

今回、集合住宅建設に伴い試掘調査を実施した結果、住居址等の遺構を発見したことから、開発主体者と協議を重ね、

発見された遺構の記録保存を目的として、発掘調査を行う運びとなった。

調査の概要

調査遺構は弥生時代の住居址2軒、古墳時代の住居址3軒、溝跡1条、土坑1基である。弥生時代の住居址は後期

箱清水期の南北に長い形態で、H2は短辺7．4mを測る大型である。また、1号住居址南東コーナー付近からは状態の

良好な嚢が多数出土し、当時の様子を伺い知ることができた。炉は北側柱穴間と南西コーナー付近に小型のものが設

置されていた。古墳時代の住居址は6世紀から7世紀代である。H3は4×4．1mを測り、南東コーナー付近にカマドが

構築されていた。南壁中央付近には張り出しを持ち、出土遺物から6世紀代の住居址と思われる。H4は北カマドで

南壁中央に張り出しを持ち、張り出し部に掘り込まれた土坑上にほぼ完形の土師器要が横たわっていた。この嚢は

佐久地域では認められない形態であること

から他地域からの搬入品である可能性が考

えられる。7世紀代と思われる。H5は

3．4×2．3mを測る小型の住居でカマドは北壁

のやや東寄りに設置されている。カマド内

から完形の小型甑が出土した。6世紀と思わ

れ、H3と同時期又は近い時代と思われる。

これらの調査によって、調査区一帯は弥

生時代後期及び古墳時代後期の複合遺跡で

あることが確認された。

H1号住居：址

－19　－

試掘トレンチ・遺構配置図（1：1．000）
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11石田遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市志賀字辻畑5942－1

森田松助

集合住宅建設

平成18年10月30日～平成19年3月31日

264Id

冨沢一明

経過と立地

石田遺跡は佐久市志賀に所在する。遺跡は群馬県境に連なるいわゆる関東山地北西部から西にのびる山地末端の沖

積上に立地する。この沖積地の一部分にはかつて浅間山噴火に伴う軽石流によって志賀川が堰き止められ「志賀湖」

が存在したことが戦国期の絵図に描かれている。その後戦国末期から江戸初期にかけて開削作業が行われ、水田が開

かれたと伝えられている。今回の調査地点西方200mにも通称「船着き岩」と呼ばれる岩山が存在するが、今回の調

査成果からは遺跡が湖岸に立地していた確証は得られなかった。

今回、集合住宅建設のため森田松助氏より予定地の遺跡有無について照会があった。佐久市教育委員会では開発対

象地に石田遺跡が存在することを回答し、試掘調査を行うこととなった。結果、試掘調査により遺構が発見されたため、

保護協議の後に記録保存目的の発掘調査を行う事となった。

調査の概要

○遺構　竪穴住居址－6軒（古墳～平安）　　　○遺物　須恵器・土師器

ー　21－
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12－1岩村田遺跡群　西一本柳遺跡ⅩⅣ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市岩村田1809他

佐久市都市計画課

街路整備事業（原東1号線）

平成18年4月5日～12月30日

4，460n了

須藤　隆司 iH
二、・　　　一

西一本柳遺跡ⅩⅣ位置図（1：50，000）

経過と立地

西一本柳遺跡は、佐久市岩村田地籍に所在し、湯川右岸の台地上に立地する。過去13回の本調査が実施されており、

竪穴住居址500軒以上が検出された拠点的な古代集落であることが判明している。時代は弥生時代中期から中世に至

るが、特に有孔石剣、人面付土器の人面部が検出された弥生時代中期・後期の「環濠集落」が地域社会のあり方を提

示している。

今回、遺跡内に佐久市が道路建設を計画したため、記録保存を目的とした発掘調査を実施した。

調査の概要

弥生時代中期から平安時代の竪穴住居址姐軒、溝址10基、土坑6基、井戸7基などが検出された。特に弥生時代中期・

後期の竪穴住居址は、それぞれに集落を廻る環濠と考えられる溝に囲まれていた。弥生時代後期の竪穴住居址には長

軸長10m、短軸長6．6mの大型住居址があり、ガラス小玉・ヒスイ小玉が検出されている。

†ガラス・ヒスイ小玉が検出された大型住居址（H37号住居址）

弥生時代後期の環濠と考えられる溝址（YM2号溝址）→
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12－2　岩村田遺跡群東大門先遺跡Ⅱ

所　在　地　佐久市岩村田字東大門先2071

調査委託者　佐久市都市計画課

開発事業名　都市計画道路　原東1号線造成工事

調査期間　平成18年5月10日～6月1日

調査面積　681Id

調査担当者　森泉かよ子　須藤　隆司

経過と立地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東大門先遺跡Ⅱ位置図（1：50，000）

東大門先遺跡Ⅱは、佐久市岩村田地籍に所在し、東西方向に流れる湯川右岸の台地上にある。岩村田市街地の南西、
標高700mを測る。湯川層を地盤としている。

平成17年2月から一本柳遺跡群は岩村田遺跡群に統括された。一本柳地籍は南に湯川、北に水田に挟まれ東西方

向の丘陵状を呈す。中央から西半分を西一本柳遺跡、東半分を東一本柳遺跡、中央から北部を北一本柳遺跡と呼称し

ている。その東一本柳の東隣に東大門先遺跡がある。平成元年3月に市道の改良工事に伴う発掘調査が行われ、環濠

とみられる弥生後期末の南北方向の溝が検出されている。

一本柳地区では、昭和43年度に東一本柳遺跡が、また昭和46年度には金銅製馬具の飾り金具などを出土した東一

本柳古墳が発掘された。さらに平成4年度の公共下水道事業に伴う西一本柳遺跡Ⅱ、また平成7・8年度の国道141

号線の工事に伴う西一本柳遺跡Ⅲ～Ⅵ、平成12・13年度の市道11－1号線緊急地方道路整備事業に伴う西一本柳遺

跡Ⅷ、平成14年～18年度の店舗新築に伴う西一本柳遺跡Ⅸ～ⅩⅢが発掘された。これまで、竪穴住居址500棟近く
が調査され、密集した原始・古代の集落であることが判明している。

調査の概要

主な遺構

竪穴住居址

掘立柱建物址

土坑

溝

単独ピット

古墳中期　　一

奈良・平安期一

奈良

棟

棟

棟

基

本

個

2
　
6
　
2
　
2
　
1
　
4

1　　　　　　　　21

東大門先遺跡Ⅱ全景（北西より）

主な遺物

土師器・須恵器、青銅製刀口金物・鉄製品

ー　24　－



12－3　岩村田遺跡群　北一本柳遺跡Ⅲ

所　在　地　佐久市岩村田字北一本柳2015－1

調査委託者　佐久市都市計画課

開発事業名　都市計画道路　原東1号線造成工事

調査期間　平成18年5月23日～7月10日

調査面積1，217rd

調査担当者　森泉かよ子　須藤　隆司

経過と立地

北一本柳遺跡Ⅲは、佐久市岩村田地籍に所在し、

北一本柳遺跡Ⅲ位置図（1：50，000）
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東西方向に

流れる湯川右岸の台地上にある。本調査区と一部重複して、

和46年3月に宅地造成に伴う遺跡の破壊が懸念されたため、

佐久市岩学術調査を行っている（S47刊　岩村田西一本柳

村田一本柳遺跡緊急発掘調査概報）。今回、 埋め戻されている

トを調査し、土を掘り起こし、46年当時未調査である床下・ピッ

また新たな地点の調査もおこなった。

ト建設に伴う調査が行われ、北一本柳遺跡は平成15年にアパー

この西一本柳遺跡Ⅱの調査では4棟の弥生後期の竪穴住居址と

時期不明の溝址2本が検出された。H2号住居址と土坑

北一本柳の北にある宮の前

土坑、

からは鋼釧が各1点出土している。

遺跡では宅地造成に伴う調査が平成18年5月に行われ、

代後期の竪穴住居址1棟、時期不明の竪穴住居址と土坑が検出

住居の北側には東西方向の環濠と思われる大溝があり、

今回検出された南北方向の環

された。

幅4．4m、深さ1．3m以上を測る。

濠と思われる溝と関連が注目される。

調査の概要

○主な遺構

竪穴住居址　弥生後期－8棟　古墳中期－1棟

竪穴状遺構（中世）－10棟

土坑（中世）－139基

溝址－1本

ピットー298個

○主な出土遺物

弥生土器、土師器・須恵器・筋翠製勾玉（古墳時代）

カワラケ・内耳・渡来銭・角釘・陶磁器

／

」二三璽遥

｝・111由一こ叫　　－
1－　一　　　一　・　　　　・・、1　＿－琶「示！尋率響誓－11j叫iこ叫　　　‾

一1空忘顔き欄鯵響　r　一

考鰯疲裏窓転意題顕
北一本柳遺跡Ⅲ　全景（南より）

迄壷盛嚢塾癖

－　25　－

北一本柳遺跡Ⅲ全体図



13　市道遺跡Ⅳ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市三塚44－1、39－4、39－2

佐久市都市計画課

市道改良

平成18年10月30日～平成19年2月28日

400Id

羽毛田卓也

経過と立地

市道遺跡は三塚から跡部地籍に

位置する古墳時代から中世にかけ

ての複合遺跡で、北進する千曲川

と片貝川に挟まれた帯状の河岸段

丘上（標高670m前後）に展開し、

古墳時代～平安時代にかけての大

集落が調査により確認されている。

今回、佐久市都市計画課により

市道改良工事が計画されたため、

保護協議を重ね、記録保存を目的

とする試掘調査を実施した。試掘

調査の結果、古墳時代と考えられ

る遺構が検出されたため、再協議；
の結果、佐久市教育委員会におい　←、

て緊急に発掘調査を行った。

調査の概要

調査の結果、古墳時代後期～平

安時代の遺物包含層下部から古墳

時代後期と考えられる住居・址2軒

を検出した。2軒ともに現道下部

よりの検出で、遺構が継続する現

水田部分は、圃場整備により削平

され、遺構を確認することはでき

なかった。

市道遺跡Ⅳ位置図（1：50，000）
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14　大豆田遺跡Ⅱ

所　在　地　佐久市長土呂1720－6他

調査委託者　佐久市高速交通課

開発事業名　臨時交付金事業市道2－5号線（常田線）

調査期間　平成18年4月5日～平成19年3月30日　　　壷

調査面積1，300Id

調査担当者　林　幸彦　佐々木宗昭

大豆田遺跡Ⅱ位置図（1：50，000）
経過と立地

大豆田遺跡は、佐久市長土呂に所在し、佐久市の北西部に位置する。浅間第一軽石流の堆積と浸食によって形成さ

れた田切り地形が発達する。田切りは南西方向に放射状に延び谷地形となっている。台地上には原始から中世の人々

の痕跡が多く残されている地点である。標高は740m内外を測る。この付近は圃場整備、高速道路、新幹線、佐久平

駅周辺の区画整理事業などにより弥生時代から中世にわたる遺構・遺物が発掘調査によりすでに検出されている。

平成18年度は、現状道路の南側拡幅部分のうち、東半分にあたる約東西200mの調査をした。今年度は、残りの

約1，300n了を調査した。

調査の概要

○検出遺構　　竪穴住居址－21棟、掘立柱建物址－6棟、溝址－18本、土坑－24基、ピットー100基

○出土遺物　　　弥生時代後期一弥生土器、石器

古墳・奈良・平安時代一土師器、須恵器、灰粕陶器、石製晶（砥石）、鉄器

中世一陶磁器、渡来銭

ー　27



15　東五里田遺跡Ⅱ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市野沢東五里田5－1

佐久市教育委員会学校教育課

野沢中学校校庭造成工事

平成18年4月5日～5月1日、9月15日～11月22日

6，300Iが（開発面積15，120Id）

森泉かよ子　小林眞寿

経過と立地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東五里田遺跡Ⅱ位置図（1：50，000）

東五里田遺跡は佐久市の南部、佐久市野沢地区に所在する。千馴l左岸にあたり、千曲川により形成された沖積地

に立地し、標高673mを測る。平成15年に野沢中学校管理居特別教室棟・普通教室棟・屋内運動場の改築工事に先

立つグランド部分のI次の調査では、弥生時代前期、奈良時代、中世の遺構が検出されている。

今臥引き続き佐久市立野沢中学校の校庭造成工事が行われることになり、試掘調査をしたところ、遺構・遺物が

検出された。削平される南側と校庭を取り囲む防球ネットの発掘調査を行った。破壊されない北半分は埋土保存し、
南側半域の内、旧校舎地点は既に破壊されていた。

調査の概要

（平成18年）Ⅱ次の調査では奈良時代の竪穴住居址が主に検出された。

遺　　　 構 遺　　　 物

竪穴住居址　　　　 2 1棟 （奈良時代） 縄文土器

掘立柱建物：址　　　　 6棟 弥生前期土器

土坑　　　　　　　 2 5 基 須恵器 （杯 ・高台付杯 ・賓）土師器 （嚢 ・杯）

ピット　　　　　 4 3 1個 青磁達弁文碗

溝　　　　　　　　　 7本 鉄製品

寛永通賓
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16　大豆田遺跡Ⅲ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市長土呂1704－6外

佐久市高速交通課

道水路新設改良事業市道S1－99号線（常田線北）［

平成19年1月5日～3月27日

2．250Iポ

林　幸彦　佐々木宗昭

大豆田遺跡Ⅲ位置図（1：50，000）

狛
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鋸

大豆田遺跡は、佐久市長土呂に所在し、佐久市の北西部に位置する。浅間第一軽石流の堆積と浸食によって形成さ

れた田切り地形が発達する。田切りは南西方向に放射状に延び谷地形となっている。台地上には原始から中世の人々

の痕跡が多く残されている地点である。標高は740m内外を測る。この付近は圃場整備、高速道路、新幹線、佐久平

駅周辺の区画整理事業などにより弥生時代から中世にわたる遺構・遺物が発掘調査によりすでに検出されている。

今回、大豆田遺跡I・Ⅱの調査を行った市道常田線と、市道S8r1号線を連結する市道S1－99号線の道水路新設改良

事業が佐久市高速交通課により計画されたため、同課から委託を受け遺跡の記録保存調査を実施した。

調査の概要

○遺構　住居址（弥生後期～平安）－26軒、掘立柱建物址－9棟、土坑－34基、溝址－22条、ピット＿117基

○遺物　土器（弥生・奈良・平安時代）
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17　北近津遺跡Ⅱ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市長土呂1069－8外

佐久市高速交通課

高速道関連県費補助事業（ひばりケ丘側道）

平成18年9月5日～平成19年3月23日

7671が

林　幸彦　佐々木宗昭

．、畠‥㌻去

北近津遺跡Ⅱ位置図（1：50．000）
経過と立地

近津遺跡群は佐久市の北部に位置し、北側を湧玉川の流れる田切谷に、南側を別の田切谷により区切られた台地上

に展開している。遺跡群の西方には西近津遺跡群が、また南方には田切谷を挟み周防畑遺跡群が存在する。この付近

一帯は、古代佐久郡街所在地の候補地のひとつでもあり、標高は720m台である。北近津遺跡は同遺跡群内の北部に

展開しており、昭和47年に民間の宅地造成に伴い記録保存調査が実施され、古墳時代の集落址が検出されている。

今回、佐久市高速交通課の高速道関連県費補助事業（ひばりケ丘側道）により遺跡の破壊が余儀なくなったため、

記録保存調査を実施した。

調査の概要

○遺構　住居址（弥生後期）－4軒、土坑－6基、溝址一3条、ピットー30基

○遺物　土器（弥生・古墳・奈良・平安時代）、石器
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所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

18　西一里塚遺跡Ⅲ

佐久市平塚屋敷前210

佐久市高速交通課

道水路新設改良事業

市道S2－232号線［平塚］

平成18年11月27日～12月21日

540Id

森泉かよ子　羽毛田卓也

経過と立地

西‾里塚遺跡Ⅲは佐久市の北西、平塚地籍にある。東側に濁り川が南流し、右岸の河岸段丘上に立地する。標高

684m内外を測る。平成17年に（財）長野県埋蔵文化財センターが中部横断道路に伴う発掘調査を行い、弥生時代中期・

後期の住居址・周溝墓、水田面を検出している。平成15・16年には佐久市教育委員会が道路改良事業に伴う西一里

塚遺跡Ⅱの発掘調査をし、弥生後期の竪穴住居址7棟、土坑1基、ピット74個、溝址3条が検出されている。

昭和47・48年の佐久平地区圃場整備事業に伴い西一里塚遺跡、本遺跡の南の餅田遺跡の発掘調査がなされ、餅田

遺跡では弥生時代後期以降の溝3条、西一里塚遺跡からは弥生時代後期以降の環濠と考えられる溝址、それに囲まれ

る竪穴住居址11棟、土坑7基、港址6条などが調査されている。さらに古くは餅田遺跡で昭和9年に土製の勾玉と

紡錘車が出土している。弥生時代の集落として周知の遺跡である。

今回、道水路新設改良事業　市道S2－232号線［平塚］の改良事業が計画されたため、発掘調査を実施した。

調査の概要

今回の調査区は、現道と用水部分の幅7m内外、南北112mの細長いものである。中部横断道路により南と北に分

かれ、南側は62mを全面調査、北側は50mの内3箇所にトレンチを入れている。調査区の幅7m内外は、現道幅2．5m、

常木用水分流幅2mのU字溝と拡幅部である。発掘調査では、U字溝部分は既に遺構面が破壊されており、撤去せず

に調査した0調査区南側は幅5m内外、延長62mを発掘調査し、弥生時代中期・後期の竪穴住居址7棟、溝址7条、

土坑1基を調査した。住居址は圃場整備、道路達成時に床面近くまで削平され、四壁を留めていない。幅も狭く住居

址の形態はつかめていない0北側は現地表より3箇所を2m近く下げた。湧水が激しく、危険であるため土層観察を

行い、地表から2mでは浅間第1軽石流の地層に至らず、低地であった。

主な出土遺物は、弥生時代中期・後期の土器で、M7の幅3mの東西の溝址は弥生後期の環濠と考えられる。

艮
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19　森平遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市横和936－1外

佐久市高速交通課

市道改良工事

平成18年12月4日～平成19年1月25日

471Id

冨沢一明

森平遺跡位置回（1：50，000）
経過と立地

森平遺跡は佐久市横和に所在する。遺跡は湯川の第一河岸段丘面に立地する。今回、市道改良の為の拡幅工事に伴

い佐久市高速交通課より予定地の遺跡有無について照会があった。佐久市教育委員会では予定地に森平遺跡が存在す

ることを回答し、試掘調査を行うこととなった。結果、試掘調査により遺構が発見された

ため、保護協議の後に記録保存日的の発掘調査を行う事となった。

調査の概要

調査の結果、弥生

時代から平安時代の

集落址が検出された。

今回の調査範囲は道

路幅という事もあり

集落の全容は把握で

きないが、遺跡は東

西方向へ広がること

が予想され、「中部

横断道」建設時に長

一炉

野県埋蔵文化財セン漣丸、－・

タ一により調査され、∵

た弥生中期集落の一

部であることが予想

された。

○遺構

竪穴住居址－6軒

（弥生中期3軒・平安3軒）

土坑－10基

（土坑墓含む）

溝状遺構一2本

ピット

○遺物

弥生中期土器（栗林式）

石器、石臼

土師器

須恵器

陶磁器
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20　須釜遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市蓬田字須釜・尾尻

佐久市土木課

道路改良工事

平成18年9月12日～平成19年3月31日

80rd

冨沢一明

須釜遺跡位置図（1：50，000）

須釜遺跡は佐久市蓬田に所在する。遺跡は八ヶ岳及び烏帽子岳の火山活動により形成された御牧ケ原台地東側の丘

陵縁辺に立地し、現況は東丘陵側に広がる畑地と西に広がる圃場整備水田の境に位置する。遺跡周辺の標高は780m

内外を測る。当地籍からは現在、国重要文化財に指定されている「鉄鐘」が発見されている。この「鉄鐘」は高さ

43．4cmを測り、その形態的特徴から平安初期の所産と考えられている。東国における古代の梵鐘例は非常に少なくま

た、和鐘の初期形態を示している事から非常に希少な資料とされている。

昨年度に引き続き、市道改良の為の拡幅工事に伴い調査を行うこととなった。結果、昨年度に発見された遺構が現

道下に続いていたことから、保護協議の後に記録保存目的の発掘調査を行う事となった。

調査の概要

今回の発掘調査は合計146Idという極めて小規模な発掘調査であったが、旧浅科村エリアの御牧ケ原台地では初め

ての発掘調査となった。開発対象地域が須釜原窯址群の中央を走る市道改良であり、また地元の方々の話でも市道脇

民家の裏などに窯址がかつて存在した話などがあったため、当初は窯址発見の期待もかかったが、結果、溝状遺構の

検出にとどまった。しかし、近現代に連なる溝もあったが、出土遺物や覆土の状況からM2・3・4・5号溝状遺構

は帰属が古代と考えられ、M2号溝状遺構出土の土師器杯類から9－10世紀、平安時代の所産時期が類推できた。



21松の木遺跡Ⅳ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市岩村田字下塚本1361外

佐久市学校教育課

浅間中学校整備事業

平成18年11月9日～平成19年3月23日

36，0001が

林　幸彦　森泉かよ子 二転監寂藤
松の木遺跡Ⅳ位置図（1：50，000）

経過と立地

松の木遺跡は佐久市の北部にあり、標高は696mを測る。浅間中学校西側の国道141号線建設や、店舗建築に伴い、

弥生時代後期後半及び弥生時代末期から古墳時代前期の集落が検出されている。また、本遺跡の北方に隣接する円正

坊遺跡群からは、弥生時代中期～中世に及ぶ極めて密度の濃い遺構群により構成される集落址が検出されている。今

回佐久市教育委員会学校教育課により、遺跡内に所在する浅間中学校の新築工事が行われることとなり、事前に試掘

調査（平成17年度一松の木遺跡6）を実施した結果、現グランド部分に水田遺構と思われる土層が確認されたため、

今年度本調査を実施した。

調査の概要

○遺構　水田址一弥生後期・戦国時代

○遺物　弥生土器・土師器・須恵器・陶磁器・石器

35　－



22　五庵遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市田口2955、2957－8

佐久市児童課

田口児童館建設

平成18年7月12日～平成19年3月31日

3，600Iが

羽毛田卓也

五庵遺跡位置図（1：50，000）

五庵遺跡は田口地籍に位置する縄文時代から中世・近世にかけての複合遺跡で、西進する両川北側に向かって成立

している小扇状地上（標高720m前後）に展開する。遺跡北側には田口氏により築城された田口城跡が存在する。

今回、佐久市児童課により「田口児童館」が計画されたため、保護協議を重ね、記録保存を目的とする試掘調査を

実施した。試掘調査の結果、平安・中世と考えられる遺構が検出されたため、再協議の結果、駐車場・広場部分を埋

土保存とし、遺構が破壊される建物基礎部分を、佐久市教育委員会において緊急に発掘調査を行った。

調査の概要

調査の結果、中世以降と考えられる柱穴址45基と中世の竪穴遺構1基、古代以前の小河川流路跡1条を検出した。

遺構検出面の基盤土は、小河川の氾濫による土石流状の堆積土で、その下部には、基盤土である、両川による河川性

堆積土（シルト・粘土）が存在する。基盤土までは、70～100cmを測る。

－　36　－



23　西近津遺跡Ⅲ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市長土呂1741－1外

佐久市高速交通課

高速道関連県費補助事業（市道S1－94号線）

平成18年6月12日～平成19年3月27日

850Id

林　幸彦

彪

西近津遺跡Ⅲ位置図（1：50，000）
経過と立地

西近津遺跡群は小諸佐久市境となっている湧玉用水の流れる大田切により北方を、南方を埋没田切と思われる浅谷

地形により区画された台地上に展開する。遺跡群の東には隣接して近津遺跡群、南には周防畑遺跡群が隣接する0遺

跡群内では、西近津遺跡（S46）、森下遺跡（S63）、西近津遺跡Ⅱ（H16）などの本調査のほか、多くの試掘調査が実

施されている。

今回、佐久市高速交通課による高速道関連県費補助事業市道Sト94号線（森下2）改良工事が遺跡群内で計画され、

遺跡の破壊が余儀ない事態となったため、事前に記録保存調査を実施した。

調査の概要

○遺構　住居址（古墳～平安）－29軒

掘立柱建物址一1棟

土坑－19基

溝址－2条

ピットー115基

○遺物　弥生土器

土師器

須恵器

石器

鉄器

調査風景・遺跡近景

ー　37　一



24　龍岡城跡

所　在　地　佐久市田口3000

調査委託者　佐久市教育委員会

開発事業名　史跡整備

調査期間　平成18年5月24日～平成19年6月31日

調査面積　32．51が

調査担当者　出澤　力

経過と立地

憫
想
澗
翫

く
パ
り
1
－
1

1

1

　

「

龍岡城跡位置図（1：50，000）

龍岡城跡は1867年（慶応3年）に竣工した城郭の体裁を持った田野口陣屋跡地で、五稜の星型を呈する内城と堀・

石垣、外城北西部の樹形が、昭和9年5月1日に国の史跡として指定された。城内には田口小学校が存在する。築城

より140年が経過し、石垣の石の庄壊と、記念樹として土塁上に植えられ続けた桜の木の根のよる押圧による争みな

どにより、諸所崩壊・崩落の危険箇所が増加している。

今回、特に崩壊の著しい南側排水口を保存修理することとなり、修理箇所の石垣構築状況の把糎と修理方法の確定

のために、一部工事と併行しながら調査を行った。

調査の概要

調査の結果、排水口下部に設けられた暗渠状の排水路は、後世に設置されたものであることが判明した。東から南

側堀内部で水田が営まれていた時期があり、その排水のために設置されたものと考えられる。排水設置工事は、排水

口を「コ」の字に囲む石垣裏面の粘土層を破壊し、それを復元しなかったために、排水により土砂が徐々に流失し、

排水口の地盤を沈下させたと考えられる。また、その沈下した石垣の修復が近年行われたと考えられ、広範囲に構築

層が破壊され、復元されなかったため、短期間でまた石垣の沈下が起こり、今に至っていると考えられる。なお排水
設置による破壊は昭和初期と戦中・戦後の2回行われている。

遜．▼十一浸一’士‾去’．．、．　一　　一

←石積（西より）

石垣（石取外後）

最下部（西より）

－　38　－



5　調査報告書
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2　虚空蔵山狼煙台

所　在　地　佐久市根岸比良・高日影・宮脇

調査委託者　佐久市都市計画課

開発事業名　ふるさと自然のみち整備事業

調査期間　平成14年10月28日～11月5日
一

調査面積　245Id i

調査担当者　小林　眞寿 忠．’

虚空蔵山狼煙台位置図（1：50，000）
経過と立地

虚空蔵山狼煙台は佐久市根岸の虚空蔵山山頂に所在する。標高773mを測り、眺望は旧佐久市全域はもとより、遠

く上田・小県地方まで良好な視界が開けている。狼煙台とされる山城址は、尾根先端部を縦堀により隔絶し、隔絶部

分の南と西に「L」字状に土塁を構築している。土塁際には平坦部分が存在し、この平坦部分から尾根先端部である

北方向に向かい緩斜面が続く。

今回、「ふるさと自然の道整備事業」が計画され、山頂部分に展望台が建設されることになり、山城の一部分が破

壊されるため、記録保存調査を実施した。

調査の概要

1．虚空蔵堂址（第2・4・5図）

当初、山城に関連する遺構が地下に存在するならば、土塁際の平坦部分が有望であろうと推測していたが、試掘調

査の結果、この部分には山城に関連する遺構は存在せず、昭和に火災で焼失した、多福寺の虚空蔵堂の礎石が検出さ

れた。礎石及び、堂範囲と推測される部分は地面の焼土化、礎石の被熱痕、炭の散乱等の火災の痕跡が認められた。

堂は6．75mx6．75mの正方形で、柱間は3間×3間であったようである。北西が正面と思われ、この正面の東側の

1間の半分から、北東面の3間すべてと、南東面の西隅の1間の東半間までを回廊が巻いていたようである。合計す

れば堂半分に回廊が巡らされていたことになる。また、この虚空蔵堂には稲荷神社が併設されていたことが、大量に

出土した、素焼きの狐の置物から明らかとなった。神社の位置は堂の西隅に見られる石組が有力である。

出土遺物は前記した素焼きの狐像（9～30）と角釘・鉱（37～85）、銭貨（90～99）、瓦（31－35）、刀子（86）、鉄金具（87

－89）、石碑片（36）、土師質の鉢片（1）、かわらけ片（3・4）、土鍋片（5・6）、香炉片（2）、陶器皿（7・8）が認められる。

角釘には赤色顔料の付着するものも認められ、建物に彩色が施されていたことを伺わせる。銭貨はその大半を寛永通

宝が占め、元祐通宝（北宋）、1銭、十銭が各1枚認められる。土器は2、7、8を除くものは山城に伴うものであり、

この3点が堂に伴う。瓦は33、34が橙色、他は灰色である。

多福寺そのものは1186年の開山であり、開山時は字宮脇にあったと伝承されている。また、1845年に四国八十八

霊場を勧進しており、この時以降に建立された、彩しい弘法大師像が山城南斜面の山中に、霊場碑が北から西斜面の

道沿いに点在している。以上から考えると、虚空蔵堂の年代は四国八十八霊場勧進時と同時期の可能性が極めて高い

が、再建なのか、開山なのかは不明である。

2．竪穴建物址（第3・5・6図）

虚空蔵堂址が存在する平坦面から、北の尾根先端部に向かい地形は緩傾斜面を形成する。この緩傾斜面の先端部分

に竪穴建物址が階段状に3段に構築されていた。当初は別遺構の重複も考慮し、南側の広い部分とその他を分離して

遺物等を取り上げたが、土層の観察等からは、分離する必要は認められず、同時期の一連の遺構として捉えた。

北側部分は東西11．2mx南北8．8mの方形を呈し、56cmの深度を有する。床面は平坦であり、最大径24－50cmの

平面方形を呈するピットが東西4間、南北3－4間の総柱配置されている。柱痕は径15cm前後であった。この部分

の北には礎石を有する東西方向の柱列1列が配される幅（南北）1m程の段が存在する。この柱列は基本的に南方向

の上段の総柱配置のピットの延長線上に配置される。上段から40cmの深度である。この段から更に30cm程下がり北

側に新たな段が形成される。この部分は周溝が巡らされる。ピットの配置は良く把握できないが、北方向の上段2段

からの延長線上に位置するものも認められる。南から1段目と2段目の東西両脇にはおそらくは平面方形を呈する張

り出し部分が構築されており、多くの礫が内包されていた。深度は2段目と大きな差異は認められないが、若干浅い。
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出土遺物は、かわらけ（上段1～4、下段1－3）、土鍋（上段5～9、下段4～5）、灰粕が施される陶器（上段10）、

硯片（上段11）、砥石（下段6）、鉄器（下段10・11）、銭貨（下段12）、打製石斧（上段12）、黒曜石製石器等（上段13、下段7・

8）、石臼（下段9）が認められる。この内、黒曜石製石器は旧石器時代のものと思われ、8は両面加工の尖頭器である。

また、打製石斧は縄文時代のものであろう。他の遺物の内、陶器は時期不明であるが、その他のものは遺構に伴う

ものであろう。かわらけ（上下段共に1）は2点共に灯明皿であり煤の付着が著しい。基本的に橙褐色の粒子の細

かい胎土が特徴的であり、底部には糸切痕が残される。形態的特徴からは16世紀に位置付けられようか？土鍋は全

て破片であり、形態の知れるものはない。石臼は粉ひき臼の上白である。鉄器は2点共に性格不明である。砥石は

小型で、良く使い込まれている。煤が付着しており、被熱を受けた可能性がある。銭貨は輿寧元宝である。

以上出土遺物から、竪穴建物祉は旧石器時代の面を破壊し構築されており、その年代はかわらけの形態から、16

世紀台が想定される。竪穴建物の性格は出土遺物から見る限りそれなりの期間、人が駐留していたことが、土鍋や

石臼の出土から伺える。

では、建物址の性格はどのようなものであったのか？柱の径は15cm前後であり、堅牢な建物は想像できない。城

域も狭く、多人数の駐留も不可能であるから、少人数の駐留を想定した軍事施設であっただろう。尾根突端部分の

北に構築されていることから、旧佐久市や小諸市、上田・小県地方の眺望を重視し、選地されたことは明白であり、

地域の豪族の主城ではなく、支城であり、その目的は監視であろうか？本城址は狼煙台と命名されているが、その

根拠はない。狼煙台がどのような形態で、どのような遺構により構成されるかその解明や、研究者の共通理解が必

要であろう。同じことは「砦」や「城」についても言えるのではないだろうか。しかし、はからずも本址の冒的を「監視」

とするならば、当然のことながら狼煙台としても機能したであろう。蛇足ではあるが、旧浅科村にも本城址と同名

の山城が存在する。矢島地区の山頂に位置し、周囲に土塁を巡らした平面方形の小規模な郭である。虚空蔵菩薩の

石像が安置されている。この城は北下方の尾根上に位置する烏久保城跡の主郭であり、狼煙台ではない。

今回の調査は、調査例が極めて少ない山城を構成する建物の調査例として重要な一例を提示できた調査である。

3．遺構外出土遺物（第6回）

主として、遺構の検出時に出土した遣物である。1－3はかわらけ、4は鉢、5－8は土鍋、9は瀬戸美濃系と

思われる鉄粕陶器片、10・11は黒曜石梨の旧石器時代の石器で、10はナイフである。12は鉄製角釘、13・14は寛

永通宝である。

虚空蔵山狼煙台出土旧石器
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虚空蔵堂跡（東から）

虚空蔵堂跡（北西から）

88

虚空蔵堂跡（北東から）

虚空蔵堂跡（北西から）



竪穴建物址上段（東から）
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西一本柳Ⅲ・Ⅳ　発掘調査報告書未掲載遺物
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第2図　出土遺物実測図2

⊂⊃1

H188

遺構名No 器　　種 備　　　 考 遺構名No 器　　種 備　　　 考

H125 1 鉄製品紡錘車軸 H146 11 鉄製品紡錘車

H126 1 石製品滑石製臼玉 H147 1 鉄製品刀子

H127 1 鉄製品金具？ H148 1 鉄製品刀子

H130 1 鉄製品紡錘車軸 H149 1 石製品凹石 軽石梨

H132 1 鉄製品釘 2 石製品突臼 安山岩製

2 鉄製品？ H156 1 石製品滑石製白玉

3 鉄製品 ？ 2 石製品滑石製臼玉

4 石製品滑石製臼玉 H157 1 鉄製品鉄鉱

5 石製品滑石製臼玉 2 鉄製品刀子

H134 1 鉄製品刀子 H158 1 鉄製品？

2 鉄製品紡錘車軸 2 鉄製品刀子

3 鉄製品紡錘車軸 2と同一個体 3 鉄製品刀子

H138 1 鉄製品金具？ 4 銅製品耳環 金張

H141 1 石製品滑石製臼玉 5 鋼製品耳環 金張

2 石製品滑石製白玉 6 石製品滑石製臼玉

3 石製品滑石製臼玉 H166 1 鉄製品紡錘車円盤

4 石製品滑石製臼玉 2 石製品滑石製白玉

5 石製品滑石製臼玉 H167 1 石製品滑石製白玉

6 石製品滑石製臼玉 2 石製品滑石製臼玉

H145 1 鉄製品刀子 H171 1 皇朝十二余生長年大智

H146 1 鉄製品鉄鉱 H172 1 石製品滑石製臼玉

2 鉄製品紡錘車軸 H174 1 鋼製品蓋？

3 鉄製品？ 2 石製品滑石製臼玉

4 鉄 素材？ H176 1 鉄製品紡錘車円盤

5 鉄 素材？ 2 鉄製品刀子

6 鉄製品鉄鉱 H182 1 石製品滑石製臼玉

7 鉄製品紡錘車軸 H188 1 石製品砥石

8 鉄製品焼印？ DlO 1 石製品磨梨石赦

9 鉄製品不明

10 鉄製品刀子
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